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Srauta祭 式 に お け るVajapeya祭 の 儀 礼 過 程

伏 早 誠

ヴ ェー ダ祭 式 を 伝 え るSrauta Sutra(SS)諸 文 献(辻 直四郎, 現 存ヤジ ュル ヴ

ェーダ文献, 東洋文庫論叢52, 1970, 東京, を参照)に 記 述 され るVajapeya祭(VP.)

に 関す る ま とま った 研 究 を 最 初 に提 出 した の はA. Weberで あ る. ("uber den

Vajapeya", Sitzungsberichte der Koniglich Preussischen A. kademie der Wissenschaften

zu Ber1in 39, PP. 765-813, 1892, Berlin). Weberは, 主 に 白YajurvedaのVsja-

saneyi Samhita, Satapatha Brahmapa, Katy(ayana)SSに 基 づ い てVP. を 検

討 し てい る。 儀 礼 解 釈 の 問題 を関心 の 中心 に置 い た彼 の研 究 で は マ ン トラ要 素 の

詳 細 な 検 討 に大 きな 比 重 が 置 か れ る一 方 で, 祭 式 過 程 の検 討 が十 分 に は され て い

ない 。 この 点 に関 して は そ の 後 の研 究(G. U. Thite, "A propos of the Vajapeya",

JUPHS, 29, pp. 31-39, 1968, Poona)に お い て も進展 が み られ ない 。 本 論 に おい て

はVP. の シ ュ ラ ウ タ祭 式 として の発 展 史 を探 る た め にYajurvedaのSSの 儀軌

を比 較 検 討 す る。 関 心 の 中 心 に置 か れ るの はVP.を 特 徴 付 け る三 つ の儀 式

 r. 戦 車 競 争 2. 祭 柱 の儀 式 3. 灌 頂(abhiaeka)

のSS内 で の位 置 で あ る。

 VP. は, Soma祭 の 中 で, ソー マ圧 搾 が 一 日行 わ れ るEkahaに 分 類 され, 

そ の基 本 型 で あ るJyotistoma/Agnistoma祭(Ag)の 基 本 構 造 に 従 っ て 記 述

が 進 め られ て い る。(以 下 の儀礼分析 ではソーマ祭基本部分 に関 し, Caland et Henry, 

L'Agnittoma, tome I-II, 1906-7, Paris, [CH. §]を 援用す る)。 VP. に 特 徴 的 な 上述

の諸 儀 式 は, '真 昼 の ソ ーマ 圧 搾(madhyandinasavana)セ こお け るmahendra-graha

(mg. ECH. §198-201コ)に お い て, 第 一 のPesstha-stotra(=mg. s[CH. §199]), 

niskevalya-sastra(=mg. s[CH. §200])の 前 後 に実 行 され る。 VP.に 特徴 的 な儀

式 がAgの 儀 礼 過 程 の枠 組 の 中 に どの様 な形 で組 み 込 まれ て い るか をYV古 派 の

一 っBaudh(ayana)SSに よ って 以 下 に示 す
。

 daksina-homa(dh. [CH. §191])ま で の儀 式(p. dh.)を 完 了 す る。

戦 車 準 備(11. 6;P. 72. 8-73. 5){戦 車を索いて来 る(Taittirlya Salphita. 1. 7. 7. b-c), 

馬 をつな ぐ(ibid. 7. d-f)}。
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(30) Vajapeya祭(伏 見)

 dh. を完 了 し, marutvatiya-graha(marut. [CH. §193-197])を 完 了 す る。

灌 頂(11. 7;74. 3-17)。 馬 の前 処 理(11. 7;754-6)(Ts. ibid. 8. o)。戦 車 に 乗 る(11. 

7;75.6-10){戦 車に近づ く(TS ibid. 7. 9), 車輪 に 唱え(ibid. 7. h), 戦車 に 祭主乗 る

(ibid.8.a)}。 Brahman i祭官(Br.)が 台 に登 る(11.7;75.10-12), (TS. ibid. 8. b)

(Br. は競争 に際 してsamanを 詠 唱する)。 勝 ち取 りの歌(11. 7;75. 12-14)(TS. ibid。

11)(Adhvaryu祭 官(Adh.)が 祭 主 に 唱 え さ せ る)。 出発 行 為(11. 7;75. 14-

76. 7){鞭 入れ(TS. ibid. 8. d-e), 馬 へ の指 示(ibid. 8. f)}。

 mahendra-graha(mg.)を 汲 み(mg. g. [CH. §198]), stotra(mg. s.)を 詠 唱す う。

太 鼓 を 打 つ(11. 8;77. 6-8)(Ts. ibid. 8. c)。 競 争 中 祭文[を 唱 え る](11. 8;77. 8-

10)(TS. ibid. 8. g-1)。

sastra(mg. s)を 唱 え, 献供(mg. homa=mg. h. [CH. §201]を 行 う。

競 争 中 献供(11.8;78.4-6)(TS. ibid. 8gm), 競争 後 処 理(11. 8-10;78. 6-79.1){戦

車帰着時 の献供(TS.ibid.8.n), 馬の後処理(ibid.8.p), 戦車解体(ibid. 8. q), 太鼓解

体(ibid. 8. r), Br. 降 りる}。祭柱 の儀式(11. 11;79, 11-81. 5)(TS. ibid. 9. a-h){祭 柱 に

1祭主細る, 祭柱上 の行為, 祭柱か ら降 りる}。

 mg. bhaksam(mg. bh. ECH. §2o1])を 行 う。

他 のSSに お い て特 に差 異 の み られ る儀 式 は, 

 戦 車 へ の代 理/補 助 者 の乗 り込 み 祭 主 が降 り, 代 理 と して 王 子 が 乗 り 込 む

(Man(ava)SS, Var(aha)SS)。 祭 主 の補 助 と してAdh. が乗 り込 む(Ap(asta-

=mba)SS, Hir(anyakedi)SS, Vaikh(anara)SS)。 Adh. の 弟 子(brahmacarin

あるいはantevasin)が 乗 り込 む(KatySS)。 Map SSで は そ の た め, 戦 車 競 争 と

祭 柱 の儀 式 とが 同時 に進 行 され る。競 争 帰 りの祭 文:往 路(ibid. 7.f-i)の み な ら

ず, 帰路 に も唱 え る(ibid. i-m)(ApSS, HirSS, VaikhSS)

 BaudhSSを 基 に, Agの 要 素 を 軸 に し て, 各SSの 上 述 の儀 式 の一 覧 表 を 作 成

した([]内 は競 争 中 に戦 車 に乗 っ てい る人 物 で あ る。 一 字 下 げの項 目の は 戦

車 競 争 に関連 す る儀 式)。 この一 覧 表 か ら見 て とれ るの は, こ れ ら の 儀 式 が, 

BaudhSS, ManSSに お い て はAgに 複 数 の部 分 に わ かれ て 展開 され て い る の に

対 し て, 成 立 の よ り新 しいApSS, HirSS, VaikhSS, VarSS, さ らにKatySS

で は狭 い 範 囲 に集 約 して行 わ れ てい くこ とで あ る。

 (テ キス ト箇所 一 覧 BaudhSS. 11, ManSS. 7. 91, VarSS, 3.1, ApSS.18.

1-7, HirSS. 13. 1-2, Vai:khSS. 17. 7-18, KatySS. 14)
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Vajapeya祭(伏 見) (31)

<キ ー ワー ド>Vajapeya, Srauta Sutra (京 都 大 学 大 学 院)
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